
国 ㄒ ⛉ 学 ⩦ 指 導 案
Ⅰ 単 元 ウㄽ会をやってみよう㸟

Ⅱ ⪃ 察

㸯 教材ほ

(1) ⫱成を┠指す㈨㉁・⬟力の三つの柱

①▱㆑及び技⬟ ②思⪃力㸪判断力㸪⾲⌧力➼

⮬分や友㐩の主張やそれを支える根拠の㛵係 ㄝ得力のあるヰの内容や構成を⪃え㸪ㄽ㢟に対

付けの仕方に㛵する▱㆑及び㸪それをウㄽで する主張やそれを支える根拠を⏝いてィ⏬ⓗに

⏝いる技⬟ ウㄽし㸪⮬分の⪃えを広げる力

③学びに向かう力㸪人㛫性➼

⮬分や友㐩のヰの内容や構成について㸪㐍んで友㐩の⪃えを⪺きながら㸪⪺き手をㄝ得するため

に主張やそれを支える根拠を⏝いてヰし合おうとする態度

(2) 学⩦内容㸸学⩦指導せ㡿上の位⨨付け

〔▱㆑及び技⬟〕(2) 情報の扱い方に㛵する事㡯

イ 情報と情報との㛵係付けの仕方㸪図などによるㄒ句とㄒ句との㛵係の⾲し方を⌮ゎし使う

こと。

〔思⪃力㸪判断力㸪⾲⌧力➼〕㸿 ヰすこと・⪺くこと(1)

オ 互いの❧場や意図を明☜にしながらィ⏬ⓗにヰし合い㸪⪃えを広げたりまとめたりするこ

と。

(3) 単元の価値

本単元では㸪ㄝ得力のある❧ㄽの内容や構成を⪃えながら㸪⮬分の❧場を明らかにしてヰし合う㸪

ウㄽの学⩦を⾜う。その価値は以下のとおりである。

ウㄽとは㸪あるㄽ㢟に対し㸪二つの❧場に分かれて意ぢを㏙べ合うという㸪ヰ合い方の一つで

ある。本単元においては㸪㸳㹼㸴人で⦅制されたグループ同士で❧場を入れ替えながら模擬ウㄽ

やウㄽ会を⾜う。このウㄽには㸪㝈られた時㛫の中で「❧ㄽ㸫㉁␲応⟅㸫最⤊弁ㄽ」という形式

に沿って㸪ヰ合いを㐍めていくヰし手と⪺き手が存在する。そして㸪それとは別に㸪ウㄽを⪺い

て最⤊ⓗにㄝ得力のある❧場がどちらであったかを判定する中❧ⓗな⪺き手が存在する。ウㄽに

おけるヰし手は㸪⪺き手をㄝ得する❧ㄽを㏙べるために㸪客ほ性のある根拠や㸪より共感ⓗに受

け止められる根拠に支えられた主張を⏝いたり㸪」数のほ点から主張やそれを支える根拠を並べ

❧てたりすることが求められる。また㸪ヰし手は┦手の❧場からぢた⪺き手でもあるため㸪┦手

の意ぢを⪺き㸪互いの主張やそれを支える根拠についての妥当性を⪃える力も求められる。

本単元においては㸪ウㄽ会に向けて㸪グループの友㐩と協力して㸪それぞれの❧場に合った主

張やそれを支える根拠の妥当性について検ウする。よって㸪⮬分や友㐩の主張やそれを支える根

拠の㛵係付けの仕方に㛵する▱㆑及び㸪それをウㄽで⏝いる技⬟を㌟に付けることにつながる。



グループで⾜うウㄽは㸪様々な❧場における⪺き手となる機会が多いため㸪ㄽ㢟に対する⮬分

たちの⪃え方とは␗なる様々な⪃え方にゐれることになる。また㸪ㄝ得力のある❧ㄽを事前にグ

ループの友㐩と検ウしたり㸪ウㄽの形式に沿ってヰしたりすることが求められる。よって㸪ㄝ得

力のあるヰの内容や構成を⪃え㸪ㄽ㢟に対する様々な主張やそれを支える根拠を⏝いてィ⏬ⓗに

ウㄽし㸪⮬分の⪃えを広げる力を㧗めることにつながる。

本単元においては㸪模擬ウㄽやウㄽ会で㸪一㈏して同じㄽ㢟について❧場を変えながら㸰回ず

つウㄽする機会がある。そのため㸪⮬分たちの主張やそれを支える根拠の㉁の㧗まりを実感しや

すい。よって㸪⮬分や友㐩のヰの内容や構成について㸪㐍んで友㐩の⪃えを⪺きながら㸪┦手を

ㄝ得するために主張やそれを支える根拠を⏝いてヰし合おうとする態度を㣴うことにつながる。

(4) 今後の学⩦

ここでの学⩦は㸪㸴年「⪺き合って⪃えを深め㸪意ぢ文を書こう」㸦『未来がよりよくあるために』㸧

における㸪⮬分の⪃えと比べながら友㐩の⪃えを⪺き㸪未来をよりよくするための⪃えを広げたりま

とめたりして㸪意ぢ文を書く学⩦へとⓎ展していく。

㸰 児❺の実態及び指導方㔪

子どもたちは㸪㸳年「学⩦Ⓨ⾲会をしよう」㸦『すいせんします』㸧において㸪㸳年⏕の学⩦の成果

を家族に伝えるためのⓎ⾲内容やⓎ⾲形式についてヰし合って㸪実㝿に家族を招待してⓎ⾲会を⾜う

学⩦に取り⤌んできた。この学⩦の中で明らかになった子どもたちの実態及び本単元を㐍めるにあた

っての指導方㔪は㸪次のとおりである。

① 㸳年⏕の学⩦内容を▱らない家族に㸪学⩦してきたことを分かりやすく伝えるヰし方に気付き㸪

提♧する㈨料に㍕せる情報とⓎ⾲内容に入れる情報とを㛵係付けてヰすことができるようになって

きている。このような子どもたちが㸪⮬分や友㐩の主張やそれを支える根拠の㛵係付けの仕方を検

ウする㝿の手掛かりとして㸪「いつでもそう思える」「多くの人がそう思える」のど点を得ること

ができるよう㸪具体ⓗ数値や主ほⓗな⪃えが入った❧ㄽ原✏のモデルを使って㸪ㄝ得力のある❧ㄽ

の書き方についてヰし合う機会をタ定する。

② 㸳年⏕で学⩦してきたことのよさや成果を伝えるヰ㢟を㑅び㸪グループごとにⓎ⾲内容やⓎ⾲形

式を検ウし㸪効果ⓗに伝える構成を工夫してヰすことができるようになってきている。このような

子どもたちが㸪⮬分や友㐩の主張やそれを支える根拠の㛵係付けの仕方を検ウすることができるよ

う㸪主張やそれを支える根拠を書いた付⟢⣬を㈞って動かせる㸪ウㄽの流れボードを⏝意する。

③ 㸳年⏕で学⩦してきたことを家族に伝えるためのⓎ⾲内容やⓎ⾲形式について㸪グループの友㐩

と㐍んでヰし合いながら┦手や場を変えて㸪⧞り㏉しⓎ⾲の⦎⩦をすることができるようになって

きている。このような子どもたちが㸪グループの友㐩と協力して㸪ㄽ㢟に対する二つの❧場で㐍ん

でヰし合うことができるよう㸪同じㄽ㢟についての模擬ウㄽやウㄽ会において㸪同じグループの中

でも❧場を変えながら主張や根拠をヰす機会をタ定する。

Ⅲ ┠標及びホ価つ‽

Ⅳ 指導ィ⏬ ※Ⅲ・Ⅳについては㸪指導とホ価のィ⏬参照

Ⅴ 本時の学⩦㸦㸴㸭㸷時㛫┠㸧

㸯 ねらい 他のグループからもらった判定カードを⏝いながら㸪グループの友㐩と❧ㄽの改善⟇を

ヰし合うことを㏻して㸪グループの❧ㄽの内容や構成をよりㄝ得力があるものに修正する

ことができる。



㸰 準 備 振り㏉りシート 学⩦ィ⏬⾲ 判定カード ウㄽの流れボード 付⟢⣬ ❧ㄽプリント

㸱 展 㛤

学⩦活動と子どもの意㆑ 指導上の␃意点

㸯 本時のめあてをつかむ。 ◯学⩦ㄢ㢟のゎ決状況を☜ㄆできるよう㸪前時に書

・⮬分たちの❧ㄽの内容がまとまっていな いた振り㏉りシートをㄞみ┤すよう促す。

い気がしたのだったな。 ◯❧ㄽを修正することへの問㢟意㆑をもてるよう㸪

・根拠のはっきりした主張に┤したいな。 学⩦ィ⏬⾲を基に㸪本時のめあてを問いかける。

めあて「よりㄝ得力のある❧ㄽになるよう㸪グループでヰし合って㸪主張と根拠を修正しよう」

㸰 グループや⮬分の❧ㄽの内容や構成を ◯客ほⓗな判断を基に㸪グループの❧ㄽの修正点を

修正する。 再ㄆ㆑できるよう㸪模擬ウㄽを⾜った┦手のグル

・主張の三つ┠の「⤥㣗はおかわりができ ープからもらった判定カードをぢ┤し㸪同じグル

る」はたくさん㣗べたい人にとっては共 ープの友㐩と修正の方向を☜ㄆするよう促す。

感できるけど㸪そうでない人は⣡得しな ◯❧ㄽで㏙べる三つの主張の㡰序に╔┠して検ウで

そうだって教えてくれたのだったな。こ きるよう㸪ウㄽの流れボードに㈞ってある主張の

の主張は変えた方がよいのかな。 付⟢⣬を動かしながら検ウしているグループを⤂

・そうか。あのグループみたいに栄㣴バラ 介する。

ンスのヰを⥆けて伝えるという手もある ◯検ウして修正したことを明☜にできるよう㸪主張

のか。でも㸪できれば三つとも㐪う主張 を書き┤すための付⟢⣬を⏝意し㸪その付⟢⣬を

がしたいな。 ⏝いているグループを⛠㈶する。

・「栄㣴バランスがよい」を㸰回主張する ◯主張とそれを支える根拠の㛵係付けの仕方に╔┠

より㸪友㐩のゝってくれた「温かいうち できるよう㸪根拠が書かれた付⟢⣬を㸪主張を書

に㣗べられる」を⮬分たちのグループの いた付⟢⣬の㏆くに㈞るよう促す。

三つ┠の主張として書き┤しておこう。 ◯」数の根拠を基に❧ㄽを検ウできないグループに

・「栄㣴バランスがよい」の根拠は㸪「㉥ 対しては㸪」数の根拠に┠を向けられるよう㸪根

・㯤・⥳の㣗べ物が全㒊使われているこ 拠の基となる㈨料を参照するよう助ゝする。

と」が書けるよね。 ◯ㄝ得力の㧗まりを⮬ぬできるよう㸪「いつでもそ

・㈨料をぢたら㸪「㣗事バランスガイド」 う思える」「多くの人がそう思える」のど点で主

というのがあったよ。⤥㣗のメニューを 張と根拠の㛵係付けの仕方をぢ┤すよう促す。

これに当てはめたら㸪すごく栄㣴バラン ホ価㡯┠

スがよいと分かるよ。 ウㄽの流れボードの付⟢⣬を動かしたり㊊し

・この「㣗事バランスガイド」のことも根 たり㸪⮬分の❧ㄽをグ㏙し┤したりしている。

拠にしたら㸪より「多くの人がそう思え 㸺ウㄽの流れボード・❧ㄽプリント②㸼

る」❧ㄽになりそうだね。

㸱 本時の学⩦の振り㏉りをする。 ◯本時の学⩦の成果を実感できるよう㸪「できたこ

・主張や根拠を修正したら㸪よりㄝ得力の と」「⪃えたこと」「次に㡹張りたいこと」のど

ある❧ㄽになったな。 点で振り㏉りシートをグ㏙するよう促す。



ᣦ導とホ価のィ⏬㸦全㸷᫬㛫㸧

┠ᶆ ㄝᚓ力のある❧ㄽの内容やᵓᡂを⪃えながら㸪⮬分の❧場を᫂らかにしてィ⏬ⓗにウㄽし㸪⮬分の⪃えを広げることができる。

ホ価 (①▱ ㆑ 及 び ᢏ ⬟)主張やそれをᨭえる᰿ᣐの㛵係付けの仕᪉として㸪客ほᛶの㧗い❧ㄽを⏝いてヰし合っている。
つ‽ (②ᛮ⪃力㸪判᩿力㸪⾲⌧力➼)主張やそれをᨭえる᰿ᣐの㛵係付けの仕᪉を᳨ウしたり㸪ㄝᚓ力のある❧ㄽの内容やヰす㡰序を⪃えながらウㄽしたりして㸪⮬分の⪃えを広げている。

(③主体ⓗに学⩦に取り⤌むែ度)友㐩のヰす内容に⯆味をもって⪺いたり㸪⮬分の❧場に合った客ほⓗな❧ㄽを⏝いたりして㸪㐍んでヰし合おうとしている。

㐣⛬ ᫬㛫 学⩦ά動 ᣦ導上の␃ពⅬ ホ価㡯┠㸺ホ価᪉ἲ㸦ほⅬ㸧㸼

つ 㸯 ○ウㄽモデルを基にឤ᝿をヰし合い㸪学⩦ㄢ㢟をつかむ。 ○「❧ㄽ㸫㉁␲ᛂ⟅㸫᭱⤊弁ㄽ」というウㄽのᙧ式や主 ◇ウㄽモデルからẼ付いた㸪ウㄽのᵓᡂの≉ᚩや
か 学⩦ㄢ㢟例㸸ㄝᚓ力のある❧ㄽになるように主張や᰿ᣐ 張をᨭえている客ほᛶのある᰿ᣐにẼ付けるよう㸪ウ ㄝᚓ力のある主張㸪᰿ᣐの伝え᪉の工夫にゐれ
む を⪃え㸪ウㄽ会をやってみよう。 ㄽモデルを原✏のᙧ式でᥦ♧する。 たឤ᝿をグ㏙している。 㸺学⩦プリント③㸼

ふ 㸯 ○ㄽ㢟にἢって主張できそうなことを⪃え㸪ウㄽ会でᢅう ○⏕ά⤒㦂や学⩦⤒㦂を基に㸪ㄽ㢟に対するᵝ々な⪃え ◇ㄽ㢟について㸪両᪉の❧場で主張できそうなこ
か ㄽ㢟をクラスで一つにỴめる。 がもてるよう㸪三つのㄽ㢟をᥦ♧し㸪それぞれの❧場 とを」ᩘグ㏙している。 㸺付⟢⣬③㸼
め で主張できそうなことを᭩き␃める付⟢⣬を⏝ពする。
る

㸯 ○❧場にᛂじて主張する内容をỴめ㸪グループごとに❧ㄽを ○主張やそれをᨭえる᰿ᣐの㛵係付けの仕᪉についてのᡭ ◇ヰし合って分かった᭩き᪉や㸪「いつでもそう
⪃える。 ᥃かりをᚓられるよう㸪具体ⓗᩘ値や主ほⓗな⪃えが入 ᛮえる」「多くの人がそうᛮえる」のどⅬに↷

った❧ㄽ原✏のモデルを使って㸪客ほⓗな❧ㄽ原✏の᭩ らしながら㸪客ほᛶの㧗い❧ㄽをグ㏙してい
き᪉についてヰし合うᶵ会をタ定する。 る。 㸺❧ㄽプリント①㸼

㸯 ○⪃えた❧ㄽを基に㸪ᶍᨃウㄽを⾜う。 ○グループの中でᡭ分けをして㸪⮬分の❧場に合った客ほ ◇Ỵめられたウㄽのᙧ式にἢって㸪⮬分の❧場に
ⓗな❧ㄽをヰせるよう㸪⮬分の主張を᭩いた付⟢⣬を㈞ ᛂじたⓎゝをしている。 㸺Ⓨゝ③㸼
って♧すことができるウㄽのὶれボードを⏝ពする。

㸯 ○ᶍᨃウㄽを基に㸪ㄢ㢟Ⅼをヰし合う。 ○ㄝᚓ力のある❧ㄽについての客ほⓗな判᩿をᚓられる ◇「いつでもそうᛮえる」「多くの人がそうᛮえ
よう㸪「いつでもそうᛮえる」「多くの人がそうᛮえる」 る」のどⅬに↷らしながら⮬分たちや他のグ
のどⅬが入った判定カードを⏝ពする。 ループの❧ㄽのㄢ㢟ⅬをⓎゝしたりグ㏙したり

している。 㸺Ⓨゝ・判定カード②㸼

㸯 ○課題点を基に㸪立論を修正する。㸦本時㸧 ○修ṇしたい主張と᰿ᣐの内容やᵓᡂを㸪よりㄝᚓ力の ◇ウㄽのὶれボードの付⟢⣬を動かしたり㊊した
あるものに修ṇできるよう㸪ウㄽのὶれボードに㈞り り㸪⮬分の❧ㄽをグ㏙し┤したりしている。
᭰えるための付⟢⣬を⏝ពする。 㸺ウㄽのὶれボード・❧ㄽプリント②㸼

㸰 ○修ṇした❧ㄽを基に㸪ウㄽ会を⾜う。 ○ウㄽのᙧ式㸦❧ㄽ㸫㉁␲ᛂ⟅㸫᭱⤊弁ㄽ㸧にἢって⮬ ◇Ỵめられたウㄽのᙧ式にἢって㸪⮬分の❧場に
分の❧場に合った客ほⓗな❧ㄽをヰせるよう㸪司会㐍⾜ ᛂじたⓎゝをしている。 㸺Ⓨゝ③㸼
シートを⏝ពする。

ふ 㸯 ○ウㄽの学⩦を㏻して㌟に付いたことやできるようになっ ○学⩦のᡂᯝを実ឤできるよう㸪ウㄽ会のᵝ子を᧜ᙳし ◇ㄝᚓ力のある❧ㄽの内容やᵓᡂを⏝いてウㄽで
り たことの᣺り㏉りをし㸪ឤ᝿をまとめる。 たビデオやどⅬ「ウㄽのよさ」を基に㸪学⩦したこと きたことや⮬分の⪃えの広がりについてグ㏙し
か をグ㏙する᣺り㏉りシートを⏝ពする。 ている。 㸺᣺り㏉りシート②㸼
え
る


